




























　Previous differentiation-of-deception paradigm (DDP) studies by Furedy et al (1991)  have
yielded the basic increase in responding to deceptive relative to honest and have indicated 
that this effect is probably not due to cognitive factors. In addition to the basic Deceptive vs, 
Honest manipulation of the DDP, the present study varied question type and frequency of 
deceptive answers with the electrodermal skin conductance response (SCR) as the dependent 
variable. Significant differentiation of deception was again obtained. However the deception 






































































































































加者の返答時点も A/D 変換器を介して磁気記録された。なお，実験中は前方120cm の位置に置




























　　   あなたの生まれ月は？　（数字で「○月生まれです」など）
　　   あなたの出身地は？　　（場所に関する固有名詞）
　　   家にある一番厚い本は？　（書籍名）
　　   仲のいい友達がしているアルバイトは？　（職業名）
　　   高校時代の担任の先生の担当科目は？　　（高校で習う科目名）
　　   あなたの血液型は？　（A, B, O, AB などのアルファベット）
　B　自我関与に関する質問（予想される答え）





　　   行ってみたい場所は（場所に関する固有名詞）
　　   一番好きな本は（書籍名）
　　   やってみたい仕事は？（職業名）
　　   高校時代の得意科目は？（高校で習う科目名）






















































































































































































真実の返答よりも虚偽の返答で大きな振幅の SCR が発現するものの，前半から後半にかけて SCR
振幅は慣れを示さないことを示している。
Ⅳ　考察
　本研究では，Furedy ら18）がおこなった DDP の一連の研究について，呈示する質問の数を減ら
し，手続きを簡略化した上で，質問内容（単純事実・自我関与）と虚偽返答の頻度を変数として，
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